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绿

萬
七
千
六
西
三
十
六
嚼
.、
.獨
逸
の
ニ
中
三
茛
ニ
十
v

f 

'五
西
八
萬
ニ
千
-
十
一
噸
よ
り
遙
か
に
下
り
、
謂
威
の

商

船

の

速

力

增

加

$

其

、の

寶

.用

：

;
:

「

.

.
"

井

幸

雄

本
邦
の
商
船
隊
は
，過
未
數
十
年
_

に
.於
て
戰
爭
每
に 

M
大
を
來
し
た
の
で
あ
る
が
、
先
年
：の
歐
洲
戰
亂
に
際 

し
て
の
增
加
は
最
も
著
し
含
：も
の
が
あ
る。:.
戰
亂
關
始 

の
前
年
た
る
千
九
胃
±

ー
一
年

^
爿
に
ぬ
て
は
ホ̂

の
s i 

.
船
隊.
は
總«
數
诨
噸
以.
上
：の
各
毺
船
舶
千
三

+
七

隻

、
へ 

:

其
の
，總
|«
»
合

.^
苗

五+
萬
十
四
1«
で
あ
つ
て
、
英
國 

:
0:
一
 ：

萬

一

千

ニ

酉

八
:+
七«
»
噸
數
一
一
千
四
十
コ
篱
ー 

:千
五
莨
四
十
三
噸
？
米
國
の
：；三
千
四
西
隻
五
首
四
十
ニ
： ニ

千
苗
九
十
一
隻
ー
一
：白
四
十
五
萬
七
千
八
西
九
十
噸
、

:

佛
國
の
千
五
西
.允
十
二
集
二
百
一
一
十
萬
一
千
W
六
十
四 

噸
に
も
劣
り
、
咿
太
利
の
千
|-
(
十
四
隻
西
五
十
1
一
萬1 

:千
九
西
四
十
ニ
噸
ビ
辛
ぅ
じ
で
伯
仲
の
間
に
ぁ
つ
て
、
 

世
界
商
船
國
中
の
第
七
位
を
占
め
て
居
つ
た
の
が
、
八 

年
後
の
千
九
0
一：一
十〗

哗
六
月
現
在
に
於
て
は
ニ
千
三 

.十
三
隻
總
噸
數
三
ぽ
三
ナ
2£
萬
四
千
八
西
六
噸
I

り 

て
隻
歡
狀
於
て
一
一
倍
弱
、
總
噸
數
に
於
て
二
倍
强
に
增 

加
し
、
英

國

の

_
萬
一
チ
因
百
三
十
三
隻
ニ
千
一
一
一
白
七 

萬
餘
噸
ゃ
米
國
.の
7£
千
五
西
豇
十一

隻
千
七
哲
ニ
萬
六 

千
餘
噸
に
比
し
て
は
同
日
の
談
で
は
な
い
け
れ
^
も
、
 

佛
阈
の
一1

千
四
十
四
集
三
百4

ハ
十
S
离i I

千
餘
噸
に
次 

ぐ
第
四
位
の
商
船
國
'
る
の
地
位
に
上
る
に
至
つ
た
の 

で
ぁ
る
實
に
目
覺
ま
し
き
發
嫉V」

云
は
な
け
れ
ば
な

ら

な

い

つ
,

,

m
-
Hハ

卷

(

一
j
〇
a)

雜

錄

.
商
船
の
述
カ
增
加V」

其
の
毁
用

第
八
號

I



第

十

六

饴(

ニ

0
四)

雜
錄
商
船
の
速
力
增
妯
と
典
の
毀
用

筋
八
騐

五̂
j u

ハ

ノ，「
然
し
な
が
ら一

_

の
商
船
隊
の
發
展
の
程
度
は
、
之 

:>
構
成
す
る
船
舶
0
隻
«
や
«
數
の
み
を
以
て
、
又
は 

.世
界
商
船
國
中
に
於
け
名
*
位
の
み
に
よ
つ
て
之
を
判 

.斷
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。「

同

1
«
數
の
船
で
も
汽
船 

は
帆
船
よ
り
も
速
カ
大
に
且
つ
親
則
芷
し
く
何
れ
の
方 

而

に

も

利

用

せ

^

れ

得
る

か
ら
、,
汽
船
は
帆
船
め
三
倍 

い乃
至
四
偾
の
輸
送
能
力
あ
る
も
の
せ
し
て
計
算
せ
ら 

れ
、
同
じ
く
汽
船
で
あ
つ
て
も
速
力
の
大
な
る
も
の
は 

ー
1¥
,數
の
速
カ
小
な
る
も
の
よ
り
も
大
な
る
收
利
カ 

を
有
す
る
•か
ら
フ
之
を
後
者
に
換
算
す
れ
ば 

一
Jt
多
大 

の
w

m
に
相
當
ず
る
。
夂

、」

大
型
®
は
槪
し
て
小
型
船 

よ
P

も
經
濟
的
で
あ
り
、
機
關
の
如
何
、
船
齡
の
如
㈣
、 

船
材
の
如
何
等
も
收
利
力
の
上
に
乃
至
は
經
營
費
、の
上 

{:
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
ず
。
»

ぐ

，、

假

令

船

舶

の

分

攀
 

は
多
<

€
も
品
質
に
し
て
劣
等
な
ら
ば
、

.t
t
の
活
動
能 

カ
は
及
量
^
よ
つ
て
暗
示
せ
ら
れ
る
よ
り
も
遥
か
に
少 

な
か
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
こ
ビ
に
も
な
，
 ̂M
V

る
の
f

も
る

l
o
ococsterley 

ノ
 

rcv
5

な
ぃ
ほ
グ」

に
速
カ
並
に
*
型
は
逐
年
垧
大
を
來
し
た
の 

.
で
あ
つ
て
、
昨
年
^
で
：'Co
®
界
最
大
船
は
今
や
第
二
位 

に
落
ち
、
本
年
の
祉
界
最
速
船
は
來
部
は
其
の
地
位
を 

失
ふ
に
：至
る
ど
云
ふ
有
樣
で
あ
つ
た
。
：此
の
趨
勢
は
、 

最
大
船
-
最
速
船
の
記
錄
が
沏
钜
な
ら
ず
む
て
破
ら
れ 

る
？
云
ふ
點
に
於
て
現
は
れ
て
厨
る
の
み
な
ら
中
"
同 

:

•

1

の
海
運
#
社
の
新
造
船
が1

,

隻
每
に
噸
數
並
に
速
力 

を
增
し
て
來
て
居
る
:̂

い
ふ
方
面
か
ら
も
覿
は
れ
る
の 

で
あ
る
。」

今
、
後
者
の一

例
v

l

b

v

o
n.
s
t
L
i
n
e
o 

ぃ
：
場
合
を
引
用
し
て
見
れ
ば
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。：

i

s

s

w

15.51 

M
s

co

_ 

17.45 

:
ls.75 

.

か
ら
，

.國
の
商
船
隊
の
發
展
の
程
度
を
評
價
す
る
に 

當
り
て
は
其
の
內
容
を
檢
し
其
の
品
質
を
斟
酌
す
る
の 

必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
所
で
、
今
、
本
邦
の
商
船
隊
.
 

の
內
容
を
檢
し
て
見
る
ど
、
興
の
品
質
に
於
て
他
の
諸 

海
：連
國
の
を
れ
に
比
し
て
少
な
か
ら
ざ
る
a
色
あ
る
を 

發
見
す
る
は
遺
慽
で
あ
る
。
本
邦
に
は
大
型
の
船
が
少 

な
い
。
新
式
の
機
關
を
備
；へ
た
る
，も
の
が
多
く
な
い
。
 

建
造
後
多
大
の
年
月
を
經
た
る
老
朽
船
が
比
較
的
大
な 

る
部
分
を
占
め
て
居
る
。
而
し
て
速
カ
の
»
に
_就
て
見 

る
も
所
謂
高
速
船
な
る
も
の
は
殆
ん
ざ
無
い
ミ
云
つ
て 

も
ょ
い
位
に
少
い
。
之
を
一
言
に
し
て
云
へ
ば
優
秀
船 

が
極
め
て
少
な
い
の
で
*
る
。

本
邦
の
商
船
の
大
さ
や
機
關
や
船
齡
な
ど
に
關
し
て 

は
、
私
は
玆
に
は
之
を
述
べ
る
乙
€
を
避
け
て
、唯
、速 

力
だ
け
に
就
て
一
言
し
て
見
や
ぅ
。
商
船
の
發
達
の
歷 

史
、
特
に
十
九
佌
紀
後
半
以
後
に
於
け
る
歷
史
は
船
型 

'並
^
速
^

-0
增
大
.，
Q 

_
51
て
あ
る
^

;.«
0
'.
T
も
過
言
，で

orvlels 
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第

十

六

餘

2

l
〇
五)

右
の
表
に
は

、

速
力
の
增
加
は
«
徽
の
增
加
ほ
ざ
に
は 

.規
則
IE
し
ぐ
現
は
れ
て
：居
な
い
け
れV」

も
、
大
體
の
趨 

勢
は
之
に
ょ
つ
て
も
窺
ひ
得
ら
れ
る
。
斯
く
し
て
現
今 

に
於
て
は
取
均
ニ
十
五
節
の
速
カ
を
有
す
る
商
船
を
始 

め
ビ
し
て

一

一

十

節

以

上

の
速

力

を

^

す

る

も

の

世

界

に 

、於
て
七
八
十
隻
を
算
す
る
に
至
つ
た
の
で
ぁ
る

が
、
本 

:

邦
に
於
て
は
速
力
の
大
な
る
も
の
が
極
め
て
少
な
い
。 

今
、
速
力
十

一一
節
以
上
の
も

の

>
速
力
別
に
ょ
る
訐
数 

を
佌
界
全
體
の
分
^
日
本
だ
け
の.
分

$
を
比
較
し
て
示 

す
ど
左
の
如
く
に
な
つ
て
居
る
。

率

力

、'

. 

撒
：界

全

髋

本

邦
 

ニ
十
五
節
.

.

.

.
一
隻 

I

—

.

商
船
の
3i
力
僧
加
-T
J

其
の
毁
用

册
界
全
髋 

1

隻第
八
號

五
七
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力
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八

ご
十
四
以
上
二
十
五
節
以
下 

ニ
十
H
節
以
上
ニ
十
四
節
以Y 

ニ
十
二
節
以
上
二
十
！

11

節
以
下 

ニ
十〗

節
以
上
ニ
十
二
節
以
下 

ニ
十
節
以
上
二
十
一
節
以
下 

十
九
節
以
上
二
十
節
以
下 

，十
八
筘
半

十
八
節 

.十

.-b節

.半

. 

十
七
印 

丨
十
六
節
や 

十
六
節 

,十
芄
節
半 

，十
五
節
' 

十
四
節
半 

十:十
三
，節
半 

十
I

 

十
--
*m

 
半
，
 

十
二
節

十
俊 

六
捩 

丨
：
十
七
盤 

二

十

i
 

:
.
.
.
三
十
俊
：：
 

ニ
十
六
<& 

ご
十
雙
：
 

E
十
ニ
隻 

;:
!

:.
:
,
四

十 ニ
隻 

:

:
攻
：十
集 

;
;
:
.
四
十
五
货 

西
ニ
十
叫
^

,
三
十
五
钹 

:
诨
八
十
三
货 

.

七
十
六
隻 

.

ニ
瓦
七
十
六
隻. 

茚
六
十
三
隻 

四
宵
三
屮
叫
隻 

:
l
.
w
四
十
八
集
；
 

、
七
瓦
三
十
九
隻 

I

千
五
！2
ニ
十
八
隻

5.ご
级 

1

座
安
座

;

2
.
 

十一

へ
银 

二
十
六
货

五
十
一
货 

,

1
:

十
隻

. 

三
宵
八
作
乂
. 

F
l!
!
:
全̂
體
の
^
数
は Brns?eyv:Naval .and-Shipping 

>
3
3
1

upl, .J

vo2I.-2
;2- I>.,129.

.

.ド
ょ
リ
千
九
西
ニ
十l
.
.
¥
度
の
.分
^

15K

し
•
本
邦
の
集
败
は
大
正
九
堆
十
ニ
刀
刊
行「

海
根
統
訃
頌
凝j 

■:
へ
木
年
五
月
廿

九
：：：：

管
船
局
彼
行
}十
六
丨
七
豇
|:
.拟
る
。」

即
ち
世
界
全
體VJ

し
て
は
二
十
節
以
上
の
も
の
だ
け
で 

八
十
五
隻
、
十
八
節
以
上
の
も
の
を
加
ふ
れ
ば
西
八
十 

三
隻
に
達
す
る
の
に
、
本
邦
で
は
二
十
節
以
上
は
僅
か 

紀
三
隻
、
十
八
節
以
上
を
加
へ
て
僅
か
に
九
狻
、
十
六 

節
以
上
を
加
ふ
る
も
ニ
十
八
隻
、
十
二
節
以
上
を
全
部 

合
せ
て
三
西
八
隻
で
僅
か
に
日
本
全
體
の
商
船
數
の
八 

分
の一

以
下
に
過
ぎ
なs
o
十
六
節
前
後
の
中
速
力
の 

も
の
は
比
較
的
多
•い
け
れ
ど
も
高
速
力
の
も
の
は
餘
り 

に
^
^
い
ノ
こVi

力
觀
取
せ
ら
れ
る
の
で
ぁ
る
。
而
も
此 

の
数
の
少
な
い
本
邦
の®
速

船

の

現

に

就

航

し

つ

、
ぁ 

る
太
平
洋
に
就
て
之
を
外
國
の
同
航
路
就
航
船
に
比
較 

.す
る
€
さ 
> 
合
衆
闕
の
所®《

State  
J class:

や
力
ナ. 

ダ
の
'。Em

p
ress,  C

la
ss

の
諸
快
速
船
に
對
し
て®

る
見
劣
b
が
す
る
。

一
方
に
於
て
は
米
國
の
最
近
の
海 

逆
政
策
^
本
邦
の
.太
^
洋
航
海
.業
に
大
打
_
を
與
へ
_ひ

ビYCV  V

あ
卜
、
他
方
に
於
て
は
海
軍
軍
備
制
限
の
結 

果
優
秀
商
船
の
後
拨
に
待
つ
へ
所
多
く
な
れ
るR
際
し- 

て
、
近
來
優
秀
船
靖
加.の
必
要
が
諸*
^
に
^
.
招
せ
ら 

Aru
居
る
の
，は

尤

も

な

で

あ

る

。
私
は
徒
ら
に
手 

.
厚
き
航
路
袖
肋
金
を
與
へ
.て
湃
運
會
社
の
姿
然
れ
る
經
一 

營
を
可
能
な
ら
し
め
む
こ
€
を
推
獎
す
る
も
の
で
は
な
一 

、
。
4t
ろ
*
舶
そ
れ
&
ら
を
し
て
外
國
船
ビ
の
競
爭
上

|  

n
:

&
て
；優
越
な
る
地#
を
占
む
る
に
至
ら
し
む
る
が
如

—
j  

き
策
を
推
獎
せ
む
ミ
欲
す
る
も0;
で
*
つ
’て
、
高
！̂
船
：|  

§

增
加
に
就
て
も
斯
る
見
地
か
：ら
し
て
之
を
肋
成
獎
®

:■
■■
 

す
る.•か
如
，ざ
策
を
諸
方
面
か
.ら
採
用
し
れ
い
も
の
ど
思
ぐ 

ふ

。
然

し

管

一

の

考

ふ

：ベ
：
き

I

が
あ
る
。
高
速
船I  

は1.

方
に.
於
.て
は
耍
念
高
價
品
や
旅
客
郵
使
物
等
を
吸
一
一 

引
す
る

.

力
を
增
し
航
海
度
.數
を
增
加
す
る
等
の
利
益
は 

あ
る
が
、
他
方
じ
於
て
は
何
等
か
の
形
に
於
て
犧
牲
を

-:

一
 

拂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
，
事
情
が

あ
る
ヒ
い
ふ

こ
ビ
’
即 

ち
是
れ
で
あ
る
。
然
ら

ば
典
の
徽
独
く
は
な
何
な
る
も

のe
あ
る
か
。
此
の
點
じ
就
て
は
從
來
屢
々
_
赍
や
研 

究
於
行
は
れ
てa
々
裰
表
せ
ら
れ
報
吿
せ
ら
れ
て
居
る 

の
で
あ
る
が
、
私
は
以
下
ぞ:̂
>. 

H
I use

氏
の 

論
旨
に
遨
づ
い
て
其
の
一,

述
ベ
て
見
や
ラ

€
思

ajS  
o 

*

S1

船
の
出
し
得
る
速
力
をV,

節
乃
至
三
節
だ
け
增
加
.せ
ぃ 

し
む
る
爲
め
に
拂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
«
牲
如
何
を
知 

ら
む
が
惑
め
に
、
先
づ
旣
知
の

」

現
存
船
を
採•
つ
て
，基 

本
^
な
し
、
而
し
て
之S
之
ょ
り
も
速
カ
の
大
な
る
册 

S
を
し
て
石
炭
績
込
港
た
る
ニ
終
端
®
間
の
み
を
直
接 

こ
往
复
せ
し
め
る£'
い
ふ
®
m
な
る
，場
合
に
就
て
兩
者 

を
此
較
し
て
見
る
こ
ビ
に
す
•气
船
の
速
力
を
增
加
せ 

し
め
る
に
當
つ
て
採
タ
得
る
方
法
は
種
々
あ
る
。

第
一
；の
方
法
は
、
右.：の
基
本
船
く
長
さ
、r
、
深
さ
、
 

!&
待
系
教
、
吃
水
を
同
じ
ぅ
す
る
同
型
船
に
一
層
强
カ 

な
る
機
關
を
据
付
け
る
乙̂
で
あ
る
。
此
の
方
法
はA

第

八

號

jE
'̂

第
十
S

 

(

1

5
七)

雜

錄

商

船

の

速

力

I
如
と
其
I

用



第
ナ
六
卷
バ
ー一

o

八)

雜

錄

商

軟

の

速

，力

增

如

ミ

其

の

致

用

も
簡
取
で
ぁ
る
が
、
然
し
之
に
ょ
れ
ば
、機
關
の
重
量 

に

於

て

.增

加

を

來

し
、I
:E
L

'つ
航
海
.時
間
の
短
縮
め
る
に 

も
拘
ら
す
右
炭
浒
费
最
は
却
で
墙
加
を
來
す
。
其
の
® 

果

€

し

て

貨

物

搭

載

能

力

は

減

少

を

來

さ

る
を
提
な 

V
こ
^J

に
な
る
。
蓋
し
、
速
力
を
商
む

る
に
從

つ
て
船 

型
を
炎
說
に
す
る
の
必
要
ぁ
る
位
も
拘
ら
ず
、此
の
場 

合

に

！
^
背

に

肥

療

係

就

:4
>
同

|
な

ら

し
む
る
が
爲
め 

に
、
船
型
が
速
力
に
比
しy

肥
飾
に
過
ぐ
る
こ
^
に
な 

る
か
ら
で
あ
るo
今

，

長

さ

五

ー
白
六
十
^

一

第

八

號

六

0

独
力
...

W
馬
力

.滿
賊
排
水
量
〃
®.)

.：
 

：_

.

.内
、
船
體
の
蜇
傲.

, 

機
躕
の
M
SC 

石
炭
浒
赀
逋
贽
：

..
石
炭
豫
備
祺

#
,
:
.
’

' 

:
貯
水
豫
備
茁
谙 

「

:
.

船
客
、
手
储
物
部
め
11
1
跹 

欣
食
料
，'
.
/
.爾
®
::

:

_
■貨
物
麗
蜇

M

■

 

1

九
"
ニ
五
〇 

九
、1 

0

0 

H

J
五
〇

l
A'
a

G

:

3
六
0

1
5
Q

五
0
0

に

::
四 

0

0

H
> 七 
N

o

幅
六
十
六'

ニ
2 ,
0
〇 

一
九
*1

五
〇 

九
、一 
0

0
 

三
、六
/\
〇
，
 

.

ニ
、
~
ニ
〇

.
:四H

五

ニ 

f
.

:

■

i
し
〇 

.

H八
o 

一r
A〇
〇

叭
、
深
.さ
3£
十
六
^
、
肥
瘠
係
數
9

六
八
四
、
滿
栽
吃 

ガ1=1

十
七
,

^
於
て
.排
水
量
一
萬
九
千
l

」

w
五
十
«
、 

四
.聯
成
機
關
に
て
一
馬
力
.時
間
に
石
炭 

一
•

M

sif
を 

を
要
す
る
双
暗
車
«
浪
¥
板
船
を
作
る
ヒ
し
て
、
之
を 

し

て一

一
一
千
五
十
海
世
を
直
航
す

る
に

要
す
る
以
上
に
页 

に

：一

」

害

の

豫
«f
石
^ .
を
積
載
せ
し
め
る
場
合
に
、
速
力 

.を
十
八
節
か
ら
順
次1

一
十
一
節
^
で
に
增
加
せ
し
む
る 

爲
め
に
は
、各
猶

の
數
字
が
次
の
如
く
に
變
つ
て
行
く
。

二
十
節 

ニ
六
、
i

〇 

i

九
、
ニ
五
〇 

九
、
一
〇
〇 

.四
、三
五
〇 

ニ
、五
三
0 

.
五
〇
五 

二
八
〇 

.

51
;
〇
〇 

:

三
六
〇 

1
、六
こ
五

二
十一

節 

H

H、〇
〇
〇 

一
九
'

£

0 

:
九
、
一
〇
〇 

五
*
一
 Jf:〇

 

三
、i

〇
〇 

六
.ニ
〇 

三
四
〇 

3£
〇
〇 

三
叫
〇

圓
I

1

|

5 

1

I

!

6

1

I
I

|
I

|
1
1
p

之
に
ょ
つ
て
見
れ
ば
速
力
の
增
加
す
る
ほ
ど
加
速
度
的 

に
M
力
を
增
加
し
.石
炭
消
費
：量
を
增
加
し
て
建
造
費
に
：
 

も
經
營
費
に
も
多
大
の
增
加
を
來
し
、T

方
貨
物
の
積 

雜
カ
は
急
速
に
減
少
す
る
。
速
力
二
十I

節
の
場
合
に 

は
機
關
や
石
炭
で
船
は
一
杯
に
な
つ
：て
何
等
の
貨
物
を 

」

も
積
截
し
得
ぬ
，」

t

に

な

ヅ

、
：而

も

石

炭

の

^

用

は

十
 

八
湖
の
同
型
船
に
比
し
て
七
製
1
分
も
增
加
す
る
;;
° 

o
a
m
p
a
n
i
a

號

及

びLusitan

一
 a

號
'の

如

き

は

此

の

'極 

類
の
も
の
で
あ
つ
た
。
斯
の
如
く
な
る
が
故
^
同
型
で 

速
力
だ
け
を
高
め
る >」

£

は
不
利
益
の
極
で
あ
り
、
速

力
の
大
を
增
す
に
從
つ
て
其
の
不
利
益
’は
興
に
堦
大
す

:

.

.

. 

'
:
' 

,

.

.

.

.

.' 

:

.

.
 

.

る
の
で
^5

る

.
そ
こ
で
速
カ
增
加
:^
第
ー
一
の
方
法
と
し
て
は
、
船
の

長
さ
、
幅
、
深
さ
は
同1
の
儘
に
差
し
輯
い
て
も
、
船 

の
肥
瘠
係
數
を
減
少
せ
し
め
て
船
體
を
一
層
尖
鱗
な
ら 

し
办
、
而
し
て
マ
層
强
カ
な
る
機
關
を
据
付
け
る
^
い 

ふ
手
段
に
出
る
こ
^
が
出
來
る
。
此
の
方
法
に
ょ
つ
て 

速
.力
に
應
じ
て
船
體
を
尖
銳
な
ら
し
め
る
を
き
は
、
馬 

力
の
增
加
を
要
す
る
こ
^
ば
變
り
は
な
い
が
其
の
稗
度 

は
第
一
の
方
法
に
ょ
る
場
合
ほ
ざ
に
祷
し
く
は
な
い
。 

け
れV」

も
矢
張
6
機
關
.と
燃
料W

の
重
量
®
加
.に
ょ
つ 

て
貨
物
積
載
力
に
減
少
を
來
さ
し
め
收
利
カ
は
そ
れ
だ 

け
嘯
少
せ
ざ
る
を
得
&

い
こ
^
に
な
る
。
今
、
前
述
の 

如
き
船
に
於
て
'肥
瘠
係
數
だ
け
を
逨
カ
に
應
じ
て
適
當 

な
る
割
合
に
ま
.で
順
.次
減
’少
せ
し
め
る
^
&
は
各
補
の 

數
字
は
次
の
如
く
に
變
つ
て
行
く
。

平
用
速
方(

節) 

肥
也
係
数

贺
抑
力
,'
.
. 

船
椬
蜇
傲(

噸) 

:機
谰
班
錄(

同)

1

八

9
六
八

六
、六
〇
〇 

九
、
V
0CJ 

三
、
一
五
U

r

九 

〇
丄
ハ
六 

九
，三
五
〇 

九
、0
五
：

>

 

三
、五
〇
〇

ニ
〇 

.

〇
•■
ハ
四 

ニ
ニ
、五
〇
〇 

九
、0
0
0
. 

三
"九
o
〇

第
十
六
怨a

1〇
九
プ
雜
.

錦
ゾ

商
嫩
の
波
力
增
如
ミ
典
の
毀
用

三

〇
M
ハ
ニ 

ニ
.九
、七
丑
〇 

•八
、九
3>
0 

'

西
、三
〇
〇

第
•八
蹒
.

—

■■丨>
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卷

C

r
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.
離
•錄商船の速カ播财と其の毀用

^
炭
浒
费
眾
量(

同〕

：
 

石
炭
锁
備
诹
M
.
C同

)

, 

豫
備
财
水
蜇
费
同

> 

乘
客
手
荷
物
®
箩
同) 

飲
食

料
：：

i
Ar
i
-M
v 同
；
 

货
物
稹
黻
蜇
骷(
同) 

滿
敝
排
水
蛩
，
同

)

一
、八
〇
〇 

丨
三
六
〇 

ニ
〇
〇 

开
し
o 

四
〇
3 

三
、
七
，四
〇 

九
，
ニ
五0

ニ
，03

0

 
四 
0
0

ニ
ニ
〇 

五
•
〇
〇

'三
八.
0 

ニ
、
六
五

o

 

八
、
六
八
0

:1
r  

ニ
〇
〇 

四
四
〇 

.
ご
四
〇 

五
〇
〇

H

S

一
、
四
八
〇 

八
'
ニ
一
〇

第
八
號

ニ
、
四8 

四
八
〇 

ニ
六
〇 

五
〇0 

三
四o.  

三
ニ
〇 

七
、
丑
五
〇

六
W- *

此
の
場
合
は
0

一
 

の
場
合
ょ
ヶ
も
有
利
で
あ
る
が
而
も
一 

猶
|1
;
狞

炭

消

费

眞

は

約

三

分

：の
：

1
:
:
を
增
加
せ
ざ
れ
ば
ニ
1\ 

十

一

節
の
速
力
を
出
す
こ
:^
が
出
來
す
，、:
貨
物
積
載
最
，I」 

は
爲
め
に
十
分
、の

：

I:

以「

下
：に
減
少
^

る:
の
，
不

利

を

伴

ハ

\

 

ふ
。
故
に
此
の
^

_
ゼ
»
ふ

に

高
率
の
®
貸

ス

■は

多

大 

の
國
家
的
補
助
を
以
て
す
る
R

i
ら
ざ
る
限
り
、
經
濟 

的

に

ば

實

行

し

難

い

こ

ビ

に

な

る

。

:'
一 

故
に
第
三
の
方
法
く
し
て
、
载
貨
力
の
減
少
を
來
さ

>

る
や
ぅ
速
力
を
大
な
ら
し
む
る
と
同
時R
船
體
を
も 

大
な
ら
し
め
る
の
手
段
を
採
る
こ
ビ
€
す
れ
ば
を
の
結 

果
如
何
、
今
、
滿
璐
吧
ル

一.一
十
七
呎
に
於
て
三
千
七
百 

:三
十
噸
の
貨
物
を
猜
載
し
得
る
双
暗
璀
汽
船
を
作
ら
む 

を
す
る
に
當
り
、：

速
力
に
應
じ
て
船
の
肥
癖
係
數
を
減 

ず
る
の
外
に
近
に
長
さ、
0 
0
さ
を
地
すe
す
れ
ぱ
、
 

H
千
五
十
海af

の
航
海
を
行
ふ
場
合
に
は
前
記
の
諸
數 

字
ば

次
の
如
く
に
變
つ
て
來
る"

平
均
速
力(

節) 

'肥
瘠
係
数
；

\ 

.接
さ(

呎
；

幅
/-
-呎)

深
さ(

呎)

1

八 

〇
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ハ
八

丑
六
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六
六
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六

一
九

〇
丄
ハ
七
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六
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七
〇
•五 
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六
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〇 

0
六
六
八 

:
:
六
五
〇

七
五「 

E
六
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丄
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六
£
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七
九

•
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ニ
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、
七

丑

〇

3
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c
〇
o 

;
ニ
、
1
三 

p

:

r

v
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ハ
九 
o 

:

:四
、
四
八
〇
：

ie
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l
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1
.
o 

:
:

ニ
、
六
四
〇 

三
、
一0

0
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：
芒 

n〇
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リ 

-

• 

ニ
九
0

三
四
〇

，

V

六

，
：
ハ
〇 

七

四

〇 

，
い
四

べ
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五

ニ

〇

 

,
い
三
、
七
：四
〇
：
：
：

：H
、
七
四
〇 

土

四

、
九
五a

 

. 

ニ
八
、
〇
〇
Q
 

M

M
力
實 

、
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六
、
六
o

u

船
體
爾
设(

噸)

::
,
■ 

_
九

_!
〇
〇

機
關
m
傲

-i
'H

J
-f
t
o

石
炎
消
鍪
C
S 

.

.

,

:
:」

1

、八
〇
〇 

石
炎
換
做
爾
1:(

順〕 

i
r
s
o
.
. 

.貯
水
|£
册(

順〕

ぺ

''
.'
ニ
0
〇

乘
客
、
乘
紕
级
、
手
荷
物
领W

)

.
玉
8
 

飲
食
料
蜇
狱(

噸
V
; 

w
o
o 

■货
物
取
费
噸)

：

:

三
、七
四
〇 

滿
賊
排
水
蜇
徵(

嘲) 

、
一
九
、ニ
五
〇

V
、

ニ
五
〇 

〇
、
六
〇
u 

三
、
七
四
〇

ニ
、ニ
 
0〇 

四
四
〇 

ニ
四0: 

31
八
〇 

:

'
四
四0. 

三
、七四
o 

三
、〇
〇3

：
...!

:

即

ち

此

：の

表

に

：
ょ

れ

ば

」

貨

物

賴

爾:*
は

毫

も

堦

減

な
 

く
ヽ
乘
客
を
載
せ
る
の
餘
力
は
速
力
一
一
十
一
節
の
場
合 

に
於
で
約
五
割
.を
|
?
加
す
る
け
れ
ど
も
;-
同
時
^
石
炭
. 

消
費
量
は
七
割
ニ
分
內
外
の
咐
加
を
來
，し
て
矢
張
り
收 

.支
償
は
ず
、
第
一
、
第
二
の
凝
合
に
比
し
て
餘
嵇
有
利 

で
3>
:

る

け

れ

ど

も

.而

も

猶

ほ

部

赁

の

§

上

か

袖

助

力

に 

#:
介
な
：け
れ
ば
«
ら
ぬ
こ
ゼ
1;
な
る
。

然

ら

ば

、

速

力

を

渐

加

せ

し

め

る

.に

當

つ

て

は
必

ず
 

•.右

の

如

き

•犠

牲

を

柳

は

が

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

ど

云

ふ

に
、
I ニ
時
に
數
節
の
堦
加
を
盟
む
場
合
に
は
斯
る
犠
牲 

は
避
け
得
ら
れ
«
い
0
れ
^
も
、

一
節
位
の
墙
加
を
欲 

す
る
場
合
に
は
斯
る
犠
牲
は
拙
は

^
し
て
W
ま
せ
る 

方
^ '
が
ぁ
り
、
從
つ
セ
多
大
の
速
力
增
加
に
耍
す
る
犠 

牲
を
石
の
場
合
ょ
り
も
減
少
せ
し
め
る
方
法
が
め
る
ノ
 

そ

れ

は

、

右

の

ニ

一

つ

の

場

合

に

闽

執

し
て
來
れ
四
聯
成 

機
關
の
代
b

R
近
^
頗
る
進
步
を
來
し
た
るG

o
u
b
k
*

 

G
e
a
r
e
d

 

T
u
r
b

一

n
e

機
關
を
用
ひ
石
炭
の
代
り
に
重
汕
を 

兩
.ふ
る
こ
>£
で
.ぁ
.
.る
。
.此
.
.の
..菊
機
股
は
PI
聯
成
機
勝
に

第

す

%

h ,■麵 

h m *

康

沿
フ）
故
ね
t
lifl
h
Jl:
の
後
用

へ

J U

— a



第
十
六
怨(

ニ

ニI
)

雜

錄
商
船
の
速
九
#
如
ビ
其
0
赀
用
、

.
比

し

て

重

量

頗

る

少

な

 
<
且

つ

興

の

占

め

る

場

听

の

容

ょ
り
遙
が
に
少
な
、
。
%
こ 

積
が
少
な
い
。
«
汕
は
燃
料
ご
し
て
は
石
炭
ょ
b
も
火 

.カ
强
く
し
て
重
油
三
噸
を
以
て
fi
g
ぐ石炭四噸じ
 

位
の
汽
カ
を
發
_
せ
.む
.ひ
.な
て
:̂

が
出
來
、
耳
つ
.積
取
、

貯
藏
、
火
爐
へ
の
投
入
匕
#
.ふ
困
*

に
石
炭
の
場
合

第
八
».
六
四

%

前
述
第
n
0
場
合 

の
船
體
に
据
.付
く
る
に
重
池
を
燃
料
€
す

る

d
§
cr
cr— 

Geared 

T
u
r
b
i
n
e

機
關
を
以
て
す
れ
ば
次
の
如
き
數
字
- 

が
現
は
れ
る
9 

.

.苹
均
述
力(

節
' 

.

.

1
:

一
 

八

_

■'
.
'
軸
馬
力
 

：
1

六
.、
六
0

9

• 

0

0

M

M

S

:
 

九
、
一
 
:〇
〇 

:

機
關
勘
销

(

同)

.
' 

:
1
1、
八
五
〇

；
ン 

■說

附

毁

能

(

同)

'.
;

」
-*
、
三

ん

五
'.
: 

m
vi
i
l
m備
m
錢(

同〕
r
r八
O' 

貯
水
茁
慠「

同
>

丨
 

ノ 

ニ
〇
〇 

乘
容
，
乘
紺
負
、
手
荷
物
茁
擞(

同
>
:'
.五
〇
〇
：
 

欣
食
料
品
茁
妣(

同)

.

'

:
{m
〇
〇 

货
物
蜇
徽(

同)

.
：
',
.
.'
:
四
、
五
ニ
五
：
'

滿
贼
排
水
S
同)

；
 

一

九
、ニ
五
〇

即
ち
、
新
タ
ー
ビ
：，ン
機
ミ
重
油
燃
料
ど
を
以
て
す
れ
ば 

一
一
十1

節
の
場
合
に
於
て
乘
客
收
容
能
力
は
約
五
割
を 

增

し

、
货

物

稹

載

力
は

：：！

割

以

上

增̂
す
。
而
し
て
重

!

九

ご1
.、

ニ 

0

 

„ 

0、
六 

8

 

三
、
四
〇
0 

1

、七
一
五 

■

三
四
五 

:
:
:
,
:;.
ニ
四
〇 

艽
八
0 

四
四
〇 

「

四
，
六
八
〇 

ニ
ニ
、
〇
0
〇：

ニ
〇 

，七
五
〇 

1 

ニ
、
ー
 

3〇 

四
、
八
五
〇

二
、oiL
o

四1
0

 

'.
ニ
九
〇 

.

.六
六
〇 

四
八
〇 

:

四
、
八
八
〇 

K

四
、九
五G}

ニ 

一

三
H
、〇
o
〇 

1
n
r

六
九
〇 

四
、八
〇
〇 

II、

四 

8
 

四
八
〇 

H
四
〇 

七
四
〇 

五
ニ
〇 

K
、
一
三
〇 

二
八
、一

〇
◦

け
れV」
も
石
炭
を
燃
料
ど
す
る
場
合
に
比
險
す
外
！
速 

カ
ー
1十
節
の
場
合
ょ
り
^;
.少
く
て
*
む
。

, 

®の
-
?
 ̂く
な
る
力
故
に
、
r
タ
I
ビ
ン
機
ど
重
汕
ご

を
欲
せ
ざ
る
限
り
は
、
；船
'0
大
3
を
增
す
の
必
要
な
く 

し
て
速
力
を
增
加
せ
.じ
：め
る
-」

ど
が
出
來
る
。
然
ら
ば 

+

A
節
の
基
本
船
に
於
て 

> 從
來
の
四
聯
成
機
關
ビ
石 

炭
燃
料
£
に
代
ふ
る
に
之
ょ
り
も
一
層
强
カ
な
る
而
も 

重

*

の

增

加

を

來

さ

 

<
る
：程

度

の

新

ネ

ー

：ビ

ン

機

ど

.
道 

油
燃
料
^
を
以
て
す
れ
ば
、
果
し
で
幾
何
の
速
力
增
加 

を
來
さ
し
め
得
る
か
、
mi
し
，て
其
0;
結
果
と
し
て
生
ず 

る
重
汕
泄
费
は
如
做
程
は
な
る
か
、
'.
客

K

ふ
に
、
十
八 

節

-.
:
减
六
千
六
百
埸
カ
0
甚
本
船
に
於
て
は
:

機
關
の
逛
觉「「

：
::
,

';
三
、
ー
芄
0
噸

'

::石
炭
泔
赀
及
び
羰
備
逛
跫 

一

r
!

六
〇
噸 

貯
水
重
激
.

：

,§
o

m

 

繁料

"
l
m傲

.;

:
.
パ

四
0
0噸

'.

:し
計
.
‘
,
> 

:
.
五
、九
〇
〇
噸

で

あ

る

に

反

し

、

新

タ

ー

ビ

シ

.1
S
汕

船

に

於

て

ば

十

九 

節T
1

萬

七

百

馬

力

の

際

に

.

;.
籠

の

®
笟 

：
三
.、
三
四
0
噸 

へ
菌
汕
消
毀
及
ぴ
撖
備
通&

:,
' 

.:
;
九
五
五
顿
'

::
■
'
!
: 

;緊
蜇

辑 

：

:::こ1

三

五

嘲

.'
-:
ン
.

飮
食
科=§

班
景 

三
八
〇
嘟

五

九
.一
〇
si

皮
な
っ
て
、
後
者
は
恰
か
も
速
力
に
於
て
一
節
だ

け

增 

加
し
得
る
こy

に
な
る
。
而
し
て
此
の
利
益
を
#
る
爲 

め
に
要
す
る
燃
料
は
分
量
に
於
て」

割
弱
を
減
中
る
け 

れV」

も
、
重

汕

1
噸
の
價
格
は
布
炭
一
噸
の
價
格
ょ
シ 

.

も
頗
る
高
價
で
ぁ
る
か
ら
し
て
、
結
周
燃
料
の
费
用
が 

增
加
す
る
ど
い
ふ
犠
牲
を
拂
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。唯
、 

此
の
後
者
の
犠
牲
が

、:⑽
の
方
而
に
於
け
る
利
益
、
評 

.

.言
す
れ
ば
、.
火
夫
を
要
す
る
乙
ミ
少
な
く
、
積
込
の
费 

用
少
な
く
、
^

«
の

«

所

を

一

一

重

底

內

其

の

他

に

撰

び 

#
る
が
爲
め
に
貨
物
積
載
の
餘
ヵ
を
增
し
、
船
の
掃
除
' 

の
費
.用
を
減
じ
、
碇
泊
日
數
を
減
ず
る
等
の
諸
利
益
に 

ょ
つ
て
償
は
れ
る
こ
と
は
、
大
體
に
於
て
充
分
に
立
®
 

せ
ら
れ
たW

.
1
K

つ
て
も
ょ
い
。
蓋
し
、
胱
存
の
船
舶
に 

し
て
、
石
炭
の
代
り
に
重
油
を
燃
料
ビ
す
る
や
ぅ
に
改
’ 

造
：せ
ら
れ
る

も
の
が
頻
々
ミ
し
て
#

は
れ
る
の
傾
㈣
が
'

第

十

六

卷C
1
1
f 

B

雜

錄

商

船

Q

速
力
增
如
ミ
其
の
费
相

第
八
誠

六
31



第
ャ
六
怨(

一
一
一
四〕

雜

錄
ー

商
船
の
速
力
^
加
：

V

典
の
毁
川

笫
八
號

I
一.般
的
に
觀
取
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
1
改
造
を 

行
ふ
こV
に
ょ
ぅ
て
、
鍵
き
に
基
本V

J

し
れ
船
舶
は
、

1

ー
十
ー
節
の
速
カ
に
於
て
貨
物
積
载
の
餘
カ
な
く
し
て 

三
千
一
西
噸
の
石
聚
を
耍
し
れ
も
；の
が
、

-;
^

四
||:
.
|«' 

の
重
汕
を
消
费
し
て
.千
一
1
W四
十
噸
の
貨
物
を
積
載
し 

ニ
十
一
節
の
速
力
を
以
て
航
宠
丨
得
る
こ
ど
に
な
り
、

船
體
を
，少
し
く
尖
說
に
す
れ
ば
元
通
o

の
三
千
七
百
四 

十
噸
の
貨
物
を
積
み
千
五
1-
1
噸
の
燃
料
を
以
て
+
八
節 

へ
七
五
の
速
力
を;®
a
し
.：得
る
の
で
あ
る
。
苦
し
重
汕
を
：. 

燃
料
ご
す
る
蒸
氣
機
關
の
代
6
に
、
同
じ
く
重
汕
を
使 

J1
1
す
る
內
燃
機
關
を
据
付
げ
る
マ」

す
れ
ば
、
興
の
.利
益 

は
|1
1
に
大
に
、
其
の
拂
ふ
べ
き
«
牲
は
11
1
に
少
き
を
得 

る
に
.至
る
で
*'
ら
ぅ
。
上
來
想
定
し
來
れ
る
三
千
五
十
：
 

:

海
%
の
航
海
扼
離
の
代
り
R
V之
ょ
り

も
大
ね
る
四
千
、 

五
千
、六
千
海
甩
の
直
航
跖
離
を
以
て
す
る
場
合
に
|は
、
 

炭
水
揿
込
悬
の
^
加
.を
必
婴
ビ
す
る
が
爲
め
に
、
，四
聯
，

牲
、
重
油
燃
料
蒸
氣
タ
ー
ビ
ン
を
.以
て1

層
高
：速
力
を 

.得
む
^
す
る
場
合
の
犠
：

gi

は
、
右
に
述
べ
來
れ
る
©

& 

ょ
り
も
班
に
大
せ
な
る
ベ
き
で
あ
り
、而
し
て
同
時
に
、
 

四
聯
成
機
關
か
ら
重
汕
燃
料
蒸
氣
タ
I
ビ
ン
に
代
り
又 

は
內
燃
機
關
に
代
る
の
刺
益
ら
從
て
亦
大
ど
な
る
ベ
き 

で
あ
る
” (wrasseyV

 Navai 

目
aShipping Annual, 

i
o
2
i-2

2
.
p
/
2
6
7
-7
8
c

H
i

:
以
上
述
べ
た
所
に
ょ
つ
て
見
れ
ば
、
速
力
を
少
し
く 

爾
加
せ
し
め
む
^
す
る
揚
合
に
は
機
關
の
種
類
又
は
燃 

料
の
種
類
を
變
へ
る
こ
ミ
にょ
つ
て
大
な
る_

牲
な
ズ
：
 

し
て
其
の
目
的
を
遝
す
る
乙
ビ
が
出
來
る
け
れ
ど
も
、 

其
0
稍
々
大
な
るI?

加
を
來
さ
じ
め
む
ごす
る

場
合
に 

於
て
は
必
ず
ヤ
ー
，
方
に
於
て
は
燃
料
の
消
费
を
分
觉
上
へ 

又
は
價
袼
上
に
於
て
地
加
す
る
の
必
耍
あ
る
ど
典
に
、 

他
方
に
於
て
は
貨
物
積
截
能
力
を
減
す
る
か
又
は
船
體 

の
增
火
を
來
さ》
る
を
#
な
ぃ
、

f

sふ
ニ
重
の
犠
牲

.成
機
關
を
以
てV

層
®
速
力
を
得
む
ど
す
る
場
合
の
犠

1

|

P

|
1

を
拂
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
速
力
を 

»
加
，せ

し

め

む

ビ

す

る
^
爲
め
に
は
、
機
關
や
燃
料
の 

秫
類
を
變
：史
す
る
こ
ど
を
#
る
場
合
に
在
：る
か
、
大
塑 

船
の
就
航
を
可
能
な
ら
し
む
る
程U

貨
客
が
货
分
に
且 

つ
不
斷
に
#
す
る
，が
.ゾ
貨
客
が1

層
高
率
の
$
賃
を
夂 

拂
ひ
得
る
の
地
位
に
在
る
か
、
又
は
國
家
の
補
肋
が
與 

ベ
ら
作
る
か
、
少
くu

も
是
等
の
中
の
何
れ
か
一
つ
，の 

條
仲
の
充
た
さ
.れ
居
る
こ
ビ
を
必
要
^
す
る
の
で
あ 

る
。
一.思
ふ
に
太
西
涕
R
於
て
從
來
泚
界
の
最
高
速
船
の 

記
録
が
印
せ
ら
れ
て
は
破
ら
れ
：て
來
た
0
は
、
同
方
而 

に
於
て
は
是
等
の
條
伸
の
大
部
分
が
他
の
方
而
妃
比
し 

て
比
較
的
多
く
充
た
さ
れ
て
居
つ
れ
か
ら
で
あ
る
。
今 

本
邦
の
商
船
が
速
カ
に
於
で
外
國
船
に
劣
る
こ
ど
は
前 

に
述
べ
た
所
^
ょ

つ

て

明

炉

で

あ6
.、
：
又
、
近
時
優
秀 

船
增
加
の
必
要
が
.

I
S

め
ら
れ
て
高
速
船
增
加
の
獎
B
を 

促
す
猓
あ
る
こVJ

は
吾
人
の
現
^
服
前
に
因
赂
し
つ
> 

あ
る
事
實
で
あ
る
が
、
商
速
船
の
出
現
に
必
要
な
る
諸

條
件
は
本
邦
の
商
船
に
對
し

て

は
果

し

.，て

如

何

な

る

程 

度
ま
で
充
た
さ
れ
て
居
る
か
。
成
る
程
、
從
來
手
厚
き 

補
助
は
與
へ
ら
れ
て
來
た
、
今
も
猶
ほ
一
部
に
對
I
て 

は
依
然
ど
し
て
與
へ
ら
れ
て
居
る
。
け
れ
ざ
も 

一
/!
■
根 

本
的
な
る
他
の
歌
條
件
に
至
つ
て
は
典
の
充
た
さ
れ
居 

る
ザ
3
と
«
だ
不
充
分
な
る
も
の
が
あ
る
ど
思
は
れ
る
V 

本
邦
に
於
て
高
速
船
の
必
要
を
感
せ
ら
る
\
に
至
づ
た 

直
锬
の
動
機
の
一
れ
る
米
國
の
高
速
船
の
就
航
は
、
米 

國
議
會
.に
於
てH

U

下
審
議
中
な
る
補
助
法
案
の
通
過
す 

石
な
く
し
て
果
し
て
永
久
に
維
持
せ
ら
る
べ
き
や
否 

や
、
;a
下
の
處
で
、
：太
平
洋
は
朵

し

て
そ
れ
自

ら

に
於 

て

、

補

助

ょ

り

離

れ

て
:>
高

速

船

の

就

航

を

可

能

な

ら 

し
め
得
る
の
舞
嘉
た
る
や
否
や
、
未
だ
遽
か
に
斷
言
し 

難
き
も
の
が
あ
ら
ぅ
^
旭
は
れ
る
。
し
て
見
れ
ば
、
本 

邦
の
商
船
の
速
カ
增
加
は
、
國
家
の
補
肋
に
待
つ
の
耍 

あ
る
こ
^
、
两
歐
諸
國
の
場

合

ょ

1

層
大
な
る
も 

の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
,今
や
航
路
補
助
の
政
策
は
内
外

第
十
六
饴.

2

一一 
五〕

雜
.

商
船
の
速
力
增
加
ビ
其
の
毁
州

ハ
七



第

十

六

卷

2

一】

六〕

維

沏

船

の

：
速

力

艰

加

i

:M
:
.
の
'
赀

川

笫
八
號

六

八

共
に
頗
る
不
評
で
あ
る
。
本
邦
の
當
業
者
中
に
も
航
路
.

補
助
を
辭
退
し
た
も
の
S

へ
あ
る
。
け
れV

j

も
高
速
船

. 

.
,

.

.

..

.
:

を
增
加
せ
し
め
や
5

ビ
ず
る
こ
皮
が
國
民
的
輿
望
s 
S
 

,
 

る

に

^
ら

ば

、

從

來«/
路

祁

助

の

形

を

以

て

風
へ
ら
れ 

た
糚
助
は
今
後
は
新
た
k
高
速
船
建
造
補
助
の
形
で
、 

即
ち
高
速
カ
獎
勵
の
意
味
を
以
て
、
與
へ
ら
れ
要
求
せ 

ら
る
、
に
至
り
は
ぜ
，ぬ
か
。
勿
論
、
現
行
の
遠
洋
航
路 

補
助
法
は
補
助
を
受
け
得
る
船
舶
の
資
格
の
一
部
^
し 

:で
噸
數
及
び
速
カ
の
最
低
眼
度
せ
船
»

の
最
高
限
度
ビ
：
 

を
定
め
、
噸
數
:)
£
航
海
]0
.程
ど
に
比
例
し
て
給
與
し
、. 

且
つ
速
力
の
壻
加
し
船
齡
の
若
く
な
る
に
從
つ
て
補
助 

金
め
割
合
を
多
く
し
て
、
以
て
幾
分
か
優
秀
船
の
保
議 

獎
»
の

属

に

副

ひ

#
る
や

ぅ

に

な
つ
：
て

は

居

る

。

け 

れW

も

、

恐

^

く

は

補

助

金

類

の

無

限

に

增

加

す

る

を 

處
れ
て
か
、
速
ヵ
に
双
て
、
噸
數
に
就
て
气
現
存
®: 

舶
を
標
準
ビ
し
た
る
最
高
限
度
が
設
け
て
，あ
る
が
爲
め 

に
、
.現
に
#;
す
る
も
の
以
上
に
；優
秀
な
る
船
舶
を
作
る

こ
ど
に
對
す
る
獎
勵
が
缺
如
1
て
居
る
。
$1
處

に一

0

 

優
秀
な
る
船
舶
に
對
す
る
獎
«
保
護
の
要
求
せ
ら
る
、 

餘
地
が
存
す
る
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
は
密
か
に
胸
中 

に
豫
想
を
畫S

て
獨
b
事
の
成
り
行
さ
を
®
む
ご
す
る 

も
の
.で
.ぁ
る

:
英

國

財

政

史

文

獻

抄

錄

‘ 

金

原

賢

こ

助

「

文
獻
集
は
见
舛
m

/x
る
#
考
潸
名
の
列
記
じ
儿
ま
つ
て
、
^
我
の 

興
味
か
殺
ぐ
、、€

が
多
い
1
の
で
ぁ
ろ
が
、
併
し
4
_
方

酣

の

研

究

在
 

|-
と

つ

て|1
非

常

な

侦

益

か

與

へ

、

必

欺

缺

く

«'
/

ら

ざ

る

も

の

で

わ
 

る
。
此
意
味
U
於
て
余
t
亦J, 
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e
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s

の
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る
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I"
據
つ
ズ
英
國
財
政
史
に
關
す
る
交
獻
り
小
抄
錄
4>
紹
介
マ
る
、》

;"
; 

V
し
?;
.の
で
ぁ
る
？
多
少
な
り
^」

も
硏
究
fl
游
の
銮
考
と
な
リ
得
た
，
 

な
ら
ば
、
维
省L

i
e

つ
て
Ji
b
上
も
な
い
幸
で
わ
る
。

財
f
t
^

(

d-
s
§
。finance)

の
手
引
ビ
し
て
籐
秀
な
る

も
の
に
、H

e
n
r
y

 

f
f
i
g
g
s0『

財
政
入I

I
』

4

r
3*】

e
r of 

National 

Finance

〒
を
擧
げ
る
こ
と
^
得
や
ぅ
。
國
家 

,0
歳
入
歲
出
は
之
を
分
析
的
に
y
藤
史
的
に
も
硏
究
す 

る
こ
ヒ
が
出
來
る
の
で
あ
る
；か
、
本
書
に
於
.い
て
5

1 

.般
«
潰
に
對
し
て
卓
越
し
た
分
析
が
與
へ
，ら
る
。
同1: 

■著
，者
の
手
に
成
れ
る『

國
.民
經
濟』

.National: ;Kco- 

n
o
m
y
"

は
行
政
的
方
而
を
取
«
ひ
4
英
王
幽
の
財
败
制
：
 

度』

<べ
 
p
s-
p
a
o
J
^

S
y
s
t
e
m 

of the 

United 

K
i
n

oqd
o
m
^

は
丰
顺
.を
說
明
し
て
ゐ
る
が
、
亦
共
に
惯
tt
め
る
も
の

，の

所

M

を

參

!!
8
.
し

^

り

。

'而

し

て

秕

稅

の

分

配

に

就

て
 

は

課

稅

利

益

說

又

は

國

家

勸

勞

說

を

排

し

て

能

力

說

を
 

取

り

た

る

が

、

累

進

稅

"

所

得

擷

別

課

稅

等

の

問

題

に
 

就

て

は

^

ロ

ッ
* :
ボ

リ

ユ

|

氏

9

反

對

說

に

賛

成

し

、
所 

|

#!
の

湔

類

に

依

る

税

_

區

別

を

以

て

無

用

な

^

^

し

た
 

堀
江
歸
ー『

最
新
財
政
學』

五
一ー

五
ニ
S

歴
史

\

的
方
面
じ
就
い
て
は
、
：st

e
p
h
s
.
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版)
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變
游
の 

で
あ
ら
ぅ
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Bastable 

,の『

財
政
學』

、Public 

\

價
値
あ
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
前
編
ニ
卷
に
於
て 

F
i
n
a
n
c
e

こ
は
斯
學
に
關
t:
る
廣
範
な
論
文
で
あ
つ
そ
、

一
課
桃
を
全
體
ど
し
て
本
代
順
に
述
べ
、
後
編
ニ
卷
に
於 

.實

p
.
:

「

英
國
經
濟
學
史
土
に
於
て
斯
る
包
括
的
著
作
の
|
;て
個
々
の
机
稅
の
歴
史
を
载
せ
て
ゐ
る

。w
i
m
i

 

:

出

で

た

る

.
は

特

筆

を

値

す

，る
：所

な

り

：。

〗

氏

が

財

政

上

に 一
3
屋
け
に
ょ
つ
て
編
轉
せ
ら
れ
た『

十
九
世
紀
經
濟
綱 

於
け
る
宵
有
財
產
宵
業
を
論
ず
：る
に
當
て
は
、
，®

ら

英

....
:
本
史』
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傅
來
の
思
想
た
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由
放
任
主
.義

に

基

き

、
.是

等

の 

收
入
を
排
し
て
租
稅
に
侬
賴
す
可
き
の
必
要
を
論
じ
た 

■

れ
f

、
.粗

稅

其

他

の

問

題

に

就

て

は

廣

く

大

陸

學

者
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